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動
き 

東日本大震災から２度目の正月。仮設住宅は昨年より少しでも快適だろうか。家族が離ればなれに暮ら

している避難生活をつづける方々などは久しぶりの団欒に笑顔になれただろうか。 

宮城にいて、「日常を取り戻したい、平凡こそが今必要なのです」と言う言葉をよく耳にするようになりまし

た。当たり前の願いです。しかし、元旦に手を合わせ何かを願うにしても、まだまだ、まだまだ、平安や穏や

かな暮らしではありません。私たちは、復興に向けたさまざまな動きを加速させ、東北の皆さんが少しでも明

日への希望が持てる１年であってほしいと願っています。一人ひとりに、一つひとつに丁寧に向き合い、し

っかり考え、「伴に」を大切にしながら取り組みを継続します。よろしくお願いいたします。（桑原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 
２０１３年 

１月７日 

   

新
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
昨
年
十
一
月
は
二
十
四
日
間
、

十
二
月
は
二
十
日
間
の
巡
回
支
援
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
九
つ
の
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
陸
部
も
含
む
）
を
訪

問
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
み
な
し

仮
設
入
居
者
へ
の
支
援
に
向
け
た
生
活
調
査

や
個
別
訪
問
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画
な
ど
へ
の

取
り
組
み
状
況
や
そ
の
課
題
な
ど
を
多
く
耳

に
し
、
相
談
を
お
受
け
す
る
こ
と
の
多
い
期
間

で
し
た
。 

ま
た
、
特
に
仙
南
地
域
に
お
い
て
は
、
原
発

に
よ
る
福
島
県
内
か
ら
の
自
主
避
難
者
も
多

く
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
…
」
と
い
う
想
い
を
抱
え
た
皆
さ
ん

か
ら
は
、
公
的
な
情
報
だ
け
で
な
く
、
住
民
目

線
・
地
元
な
ら
で
は
の
生
活
情
報
の
提
供
も
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
福
島
県
内
の
支
援
者
と
宮
城

県
内
の
支
援
者
の
、 

連
携
に
向
け
た
動
き 

も
始
ま
り
ま
し
た
。 

支
援
Ｐ
宮
城
と
福
島 

チ
ー
ム
は
連
携
を 

と
り
な
が
ら
、
こ
の 

動
き
を
サ
ポ
ー
ト 

し
て
い
き
ま
す
。 

宮
城
巡
回
チ
ー
ム
の
動
き 

つ
な
が
り
づ
く
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト 

      

石
巻
市
内
の
支
援
者
を
対
象
と
し
た
「
支
援

力
を
高
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
研
修
会
」
（
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
催
）
、
中
間
支
援
活
動
に
携
わ
る
若
手

支
援
者
の
情
報
交
換
会
（
仙
台
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
）
、
学
生
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
対
象
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
復

興
大
学
主
催
）
な
ど
、
支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

県
域
の
取
り
組
み
で
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
「
被
災
地
の
地
域
福
祉
活
動
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
検
討
委
員
会
」
、「
復
興

み
や
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
（
み
や
ぎ
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
主
催
）
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
現
地
会
議
へ

の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
県
内
外
の
支
援
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
お
よ
び
情
報
・
課
題
の

把
握
と
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。 

本
年
も
、
各
市
町
の
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
間

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
協
力
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
支
援
に
あ
た
る
皆
さ
ん
と
共
に
、

変
化
す
る
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
伴
に
歩
ん

で
行
き
ま
す
。
（
菅
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一
昨
年
四
月
よ
り
塩
釜
に
入
り
、
市
社
協
・

本
土
や
島
民
の
方
々
に
「
ど
れ
だ
け
寄
り
添
え

る
か
」
を
考
え
、
九
十
回
ほ
ど
塩
釜
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
ま
た
現
地
に
入
ら
な
い
間
は
電
話

で
状
況
を
聴
き
、
千
名
を
超
え
る
山
形
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
通

し
、
塩
釜
の
支
援
に
関
っ
て
き
た
つ
も
り
で
し

た
が
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
、
「
寄
り
添
え

て
い
な
い
現
状
」
に
悩
み
迷
う
日
々
は
続
き
ま

す
。
今
で
は
外
部
支
援
者
は
激
減
。
一
方
で
住

民
主
導
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
、
進
ま
な
い
復
興
も

足
か
せ
に
な
り
パ
ワ
ー
不
足
が
否
め
ま
せ
ん
。 

本
土
・
離
島
と
も
に
復
興
住
宅
へ
の
移
転
が

待
っ
て
い
る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
定
し

た
生
活
を
送
る
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
先
の

話
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
発
災
当
初
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
て
頂
い
た
山
形
大
学
や
福
祉
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
い
っ
た
山
形
県
内
の
チ
ー
ム
が
継
続
的

に
離
島
に
渡
り
、
島
民
復
興
会
議
を
運
営
、
Ｃ

Ｂ
／
Ｓ
Ｂ
や
観
光
再
生
プ
ラ
ン
を
行
な
う
な

ど
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
外
部
支
援
者
の
姿

も
あ
り
、
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
良
い
事
例
も

あ
り
ま
す
。 

地
元
社
協
も
地
域
福 

祉
活
動
計
画
を
見
直
し 

中
。
復
興
デ
ザ
イ
ン
の 

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、 

こ
れ
か
ら
も
足
を
運
び 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
千
） 

 

  

「
県
内
の
他
の
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」 

 

気
仙
沼
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
支
援
活
動
情
報
の
管
理
や
市
役
所
や
他

団
体
と
の
協
働
の
仕
方
等
に
つ
い
て
模
索
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
宮
城
県
社
協
の
仲
介
で
、
東
松

島
市
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
（
同
市
社
協
）

へ
の
訪
問
し
学
ぶ
機
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
昨

年
十
一
月
二
十
一
日
に
、
常
務
理
事
、
ス
タ
ッ

フ
な
ど
七
人
で
伺
い
ま
し
た
。 

東
松
島
市
社
協
は
、
副
市
長
が
セ
ン
タ
ー
長

を
担
う
同
市
中
央
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
、
訪
問
支
援
員
等
が

取
り
扱
う
個
人
情
報
を
一
元
管
理
し
て
い
ま

す
。
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
や
課

題
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
日
に
回
答
で

き
る
よ
う
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
を
即
座
に
分
析
で
き
る
仕
組

み
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
三
つ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
行

政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
の
間
で
セ
ン
タ
ー
管

理
者
会
議
を
開
催
し
、
運
営
上
の
課
題
を
検

討
、
業
務
に
反
映
し
て
い
ま
す
。 

「
今
回
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続

け
、
と
も
に
問
題
解
決
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ

う
」
と
、
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意

義
な
経
験
と
知
恵
の
交
換
に
な
り
ま
し
た
。

（
岡
） 

※ 

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
派
遣
団
体
活
動
応
援
資
金
助
成
を
受

け
て
気
仙
沼
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

復
興
セ
ン
タ
ー
間
の
交
流 

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
工
夫
、
仕
組
み
に
学
ぶ 

   

宮
城
県
社
協
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
被
災
者

へ
の
支
援
」
と
「
大
地
震
の
再
来
に
備
え
た
」

社
協
と
し
て
の
指
針
づ
く
り
に
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。 

「
明
日
へ
向
か
っ
て
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
た
指
針
の
検
討
委
員
会
は
、
宮
城
県
全
体

を
被
災
地
と
捉
え
、
県
内
の
市
町
村
社
協
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
関
係
の
組
織
な
ど

か
ら
委
員
二
十
一
人
を
委
嘱
、
昨
年
十
月
二
十

九
日
か
ら
二
月
ま
で
五
回
開
催
し
ま
す
。 

ま
た
、
委
員
会
で
の
検
討
と
併
せ
て
、
県
内

す
べ
て
の
社
協
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
検
証
会
議
な
ど
も
行
い
、
指
針
に

い
か
し
て
い
き
ま
す
。 

災
害
対
応
・
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
、
応
急
・
み
な
し
仮
設
入
居
者
を
始
め
と

し
た
在
宅
者
支
援
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
相
互
扶
助
活
動
の
再
生
、
基
盤
と
な
る
社
協

の
地
域
福
祉
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
の
施
策
や
県
・
国
へ
の
要
望
を
ま
と
め
つ

つ
、
他
地
域
で
の
災
害
時
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
あ
り
方
検
討
に
、
提
言
と
な
る
よ

う
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

は
、
こ
の
指
針
づ
く
り 

に
、
委
員
会
の
グ
ル
ー 

プ
ワ
ー
ク
・
フ
ァ
シ 

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て 

山
下
が
、
委
員
と
し
て 

桑
原
が
参
画
し
て
い 

ま
す
。
（
山
） 

塩
釜
市
の
復
興
を
見
守
る 

支
援
と
は
何
か
悩
み
な
が
ら
も
共
に
歩
む 

「
被
災
地
の
地
域
福
祉
活
動 

指
針
」
づ
く
り
、
検
討
重
ね
る 


